鑛 YAMAHA 


サブウーファーシステム 


;- ir [ r「r 
;11:11:1!;「-!! 

.ii'friT 


YST-SW325 

Advanced 

Y - S - T 


[.1 


QD'Bass 


取扱説明書 
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I ： 


ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


ヤマノ V サブウーファーシステム YST - SW 32 己をお買 
い上げしすこだきまして、まことにありびとうございま 
す。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永 
年支障なくお使いいただ<ために、ご使用前にこ 
の取扱説明書とイ呆証書をよ < お読み < ださい。 
お読みになったあとは、な証書と共に大切にな管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
おず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 
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安を上のごま意（安まに正しくおほいいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この「安全上のごを意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものち記載されています。 


絵表示の例 


A 気をつけなければならない 
内容を表しています。 
たとえば^は「感電注意」 
を示しています。 


0 してはいけない行為を表 
しています。 

たとえば®は「分解禁 
止」をおしています。 



必ずしなければならない 
斤為を表しています。 
たとえば®は「電源プラ 
グをコンセントから扳く 
こと」を示しています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定され 
る内容をおしていまず。 


を 

プラグを抜く 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜く。 

♦異常なにおいや音びする。 

♦煙び出る。 

• 内部に水や異物び湿入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない。 

• 重いちのを上に載せない。 • ステープルで止めない。 

• 加工をしない。 • 熱器具には近づけない。 

•無理な力を加えない。 

芯線びむを出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室-台所-海岸-水辺 • 加湿器を過度にさかせた部屋 

•雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入によ0火災や感電の原因となりまず。 


(D 

接触禁止 


雷びなりはじめた5電源プラグには軸れなし、。 

感電の原因となります。 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因とな0ます。 

修理-調整は販売店にご依頼くださし、。 


Q 放熱のため、本機を設置ずる際には： 

•布やテーブルク□スをかけない。 

• 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

• あおむけや横倒しには設置しない。 

禁止 本機の内部に熱びこをり火災の原因となります。 
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安全上のごミ主意（ま全に正しくお使いいただくために） 


A 

s 夕この表示を無視して、誤った取撮いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定され 
る内容をおしていまず。 

〇 

必ず行う 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼してく 
ださい。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因となります。 

〇 

必ず行う 

必ず AC 100 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用すると、火がや感電の原因となります。 

〇 

必ず行う 

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けるとプラグびショートして乂災や感電の原因となりま 
す。 

〇 

必ず行う 

電源プラグは、見える位置で、手び届<範囲のコンセントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ损くためです。 


本機の通風孔やサブウーファーのポート （ ち側面開□部）等にちのを入れた 
り、落としたりしない。 

火がや感電の原因とな D ます。 


本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•藥品•□ウソクなどを置かない。 

•水や異物び中に入ると、乂災や感電の原因となります。 

• サブウーファーの振動によりちのび落下してけびの原因となります。 

• 接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。 

〇 

必ず行う 

スピーカーケーブルは必ず壁等に固定ずる。 

ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーび転倒•落下し、故障したり、けびの原因と 
な 0 ます。 
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ま全上のごま意（安全に正しくお使いいただくために) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容およ 
/ J \ 方+ び物的損傷のみの発生び想定される内容を示しています。 


不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒してけがの原因となることびあ0ます。 


直射日光のあたる場所や温度び異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）には 
設置しない。 

本機の外装び変巧した0内部回路に悪霞響び生じて、火災の原因となることびあります。 


0 

必ず行ラ 

電源を入れる前や再生を始める前には、音量（ボリューム）を最小にずる。 

突然大をな音び出て聴力障害等の原因となることびあります。 

4 SL 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

火災や感電の原因となることびありまず。 

プラグを扳く 


接触禁止 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししない。 

感電の原因となることびあります。 

0 

禁止 

電源プラグを抜くとさは、電源コードをひっぱ5ない。 

コードび傷つを、火災や感電の原因となることびあ0ます。 

移動をずるとさには、本機（または接続機器）の電源スイッチを切り、ずべて 
mS ^ の接続を外ず。 

♦機器び落下や転倒してけがの原因となることがあ0ます。 

プラグを扳く ♦ コ—ドび傷つを火災や感電の原因となることがあ0ます。 

0 

禁止 

長時間音び歪んだげ態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることびあります。 
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安全上のごミ主意（ま全に正しくお使いいただくために） 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容およ 
/ j \ クび物的損傷のみの発生び想定される内容をおしています。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることがあ0ます。 

處 

プラグを扳く 

手入れをずるときには、必ず電源プラグを抜いて巧ラ。 

感電の原因となることびあります。 

〇 

必ず行う 

電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりび堆積して発熱や火災の 
原因となることびあります。 


電源プラグを差し込んだときゆるみびあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱•火災の原因となることびあります。 


ポート（ち側面開□部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることびあります。 


持ち運ぶときにはポート（ち側面開□部）に手をかけない。 

ポートびはずれたり、本機を落としたりして、けびの原因となることびあります。 


ポート （ ち側面開□部）のそばには割れやずいらのなどを置かない。 

ポートからの空気圧により倒れたり落ちた0して、けびの原因となることびあります。 


霉物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあ0ます。 
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ま全上のごま意（安全に正しくお使いいただくために) 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容およ 
び物的損傷のみの発生び想定される内容をおしています。 


0 

禁止 


本機に乗ったり、寄りかかったりしない。 

転倒-落下したり破損したりして、けがの原因となることびあります。 


A 接続ずる場合は、各機器の取扱説明書をよく読み、アンプの電源を切り、説明 
に従って接続してください。 

注意 


A 

注意 


年に一度く5いは内部の掃除を販売店にご巧頼ください。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることびあります。 
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特長 ■ 付属品の確認 


♦豊かな重ほ音を再生ずる、アドバンスド-ヤマ 
A •アクティブ•サーボ•テクノ□ジー n 搭載 

♦ 2 種類の入力端子を装備 

本機はアンプのサブウーファー出力端子、また 
はスピーカー出力端子のどちらにでち接続び 
可能なので、組み合わせるオーディオシステム 
を選びません。 

♦ 各種設定により常に最良の重ほ音を再生 

HIGH CUT ツマ5と位巧スイッチの設定によ 
り、本機と組み合わせて使用するスピーカーの 
間の音質バランスを適切に保ち、自然な音のつ 
なびりを確なすることびでをます。 

♦本機の電源を自動でオン/スタンバイ 

オートスタンバイ/感度スイッチの設定によ 
り、アンプから信号び出ているかいなし佩を判 
別し、自動で電源のオン/スタンバイを切り替 
えます。電源スイッチを押す手間び省けます。 

♦ ソースに適した低音を再生 

ソースのタイプに適したほ音再生を選択でを 

る B . A . S . S . モードスイツチを装備していま 
す。 


付属品びすべてそろっているか、確認してくださ 
し、。 



ヴブウーファー用ピンケーブル（日 m 、1本） 



スピーカーケープル （4 m 、 吕本） 



♦ スムーズな重低音を再生ずるリニアポート搭 
載 

ヤマノ V 独自のポート形状を採用し、本来の入力 
信号に含まれない不要なノイズを最ル限に抑 
9 〇 


Q □ 旧 ass 

TECHNOL □丘 Y 

QD ベーステクノ□ジー 

日 D (キューデイー)ベーステクノ□ジーは、 
低音エネルギーを4水平方向に効率よ<放射 
するヤマ八独自のテクノ□ジーです。 
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本機の置をかた 


音楽信号の超な音成分は、波長び長いため、人間のちではあまりち向感覚びな<、無指向性に近い特性 
になります。したびって超な音域ではステレオ感ちなくなるため、ヴブウーファーび！台でち超低音再 
生の効果を得られます。フ□ントスピーカーと同じように 、 L • R 2台設置することにより、さらに 豊 


かな音場再生び可能になります。 （[]: サブゥーファ 

■ 本機の置さ方 

サブウーファー1台の場合 

フロントスピーカーの左ちどちらかのか側に設 
置します。 


’、□:フ□ントスピーカー) 

左ちフロントスピーカーのそれぞれ外側に設置 
します。 



ごか-ヒント 

下図のよ5に正面に向けてセッティングすると、壁で反 
射した音びスピーカーから出てさた音とぶつかり、巧ち 
消し合ってしまい聞こえにくいことびあります。これは 
部屋の中にでさる定在波の影響です。これを避けるため 
には、図回回のよ 5 におめにセットずると効果的で 
す。 



■ 滑止パッドの使い方 

滑止パッドは、下図のよラに本機底面のコーナー 
に貼ってください。振動により本機び滑るのを防 
ざます。また設置にま定さび増すため、音質の劣 
化防止にち役立ちます。 


□ an 



サブウーファー2台の場合 
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接続のしかた 


接続方法はアンプにサブウーファー出力端子がある場合とない場合で異なり、2とおりあります。いず 
れかの方法で接続して < ださい。 

アンプにサブウーファー出力端子がある場合 （ P .9) 

アンプにサブウーファー出力端子がない場合 ( P .11) 

ずべての接続が完了ずるまで、電源コードをコンセントに接続しないでください。 

6^動 

-接続する機器 （ アンプ、レシーバーなど）によっては接続方法や端モ名び本書の説明と異なることびありますので、 
それぞれの機器の取扱説明書をあわせてご覧くださし、。 

-端テの左、ち （ L 、 R ) や極性（+、一）を確認して接続して < ださい。極性を間違えて接続した場合、不自然な再 
生音になるばかりでなく、故障の原因となりますのでま意してください。 


アンプにサブウーファー出力端子びある場合 


付属のサブウーファー用ピンケーブルまたは市販のピンケーブルを使用して、アンプのサブウーファー 
出力端子から本機背面の入力2端子へ接続します。 


■ 本機を1台使用する場合 


アンプのサブウーファー出力端テび1チャンネルの場さ 

付属のサブウーファー用ピンケーブルを使用して、 1 のよラにアンプのサブウーファー端子を本機の入 
力2左/モノ端子へ接続して<ださい。 

アンプのサブウーファー出力端子び2チャンネル ( L / R ) の場合 

市販のステレオ用ピンケーブルを使用して、 2 のよラにアンプの L 端テを本機の入力2左/モノ端子へ、 
アンプの R 端テを本機の入力2ち端 テへ 接続して< ださい。 

W 尉 

本機の入力2左/モノ端子およびち端子に入力した信号は、出力（スピーカへ）端子からは出力でさません。 


本機 


靡ミ笃ウレ- 
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家庭用 AC コンセントへ家庭用 AC コンセントへ 


■ 本機を左ちに2台使用ずる場合 

付属のサブウーファー用ピンケーブルを使用して、アンプの R 端テをち側に設置した本機の入力2ち端 
テへ接続します。市販のモノラルピンケーブルを使用して、アンプの L 端子を左側に設置した本機の入 


力2左/モノ端 テへ 接続します。 


島 


島 

回 

巧 

冈 

の 

回 




付属のサブウーファー用ピンケープル 



Z _1 [ __ T 


接続のしかた 
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接続のしかた 


家庭用 AC コンセントへ 


@ © 


I_I 


スピーカー 出力端子 



アンプにスピーカー出力端子び1系統だけある場合 

付属のスピーカーケーブルを使用して、アンプのスピーカー出力端子を本機の入力1(アンプより）端子 
へ接続します。フ□ントスピーカーを本機の出力（スピーカへ）端テへ接続します。 

* フ□ントスピーカーは本機を経由しての接続となりますが、音量音質に影響を与えることはありま 
せん。 

■本機を1台使用ずる場合 


佑） ' 


(左） ’ 



白 

I す' 

白 

白 

I マ I 


ぃ- 

里 

装 

+ 

ち- - 

左+ 









家庭用 AC コンセントへ 


スピーカー 
出力端子 



I_I 


アンプ 


I_I 


■ 本機を左ちに吕台使用ずる場合 


(ち） ' 


(田 ' 




アンプにサブウーファー出力端子びない場合 
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家庭用 AC コンセントへ 


出力端子’ 




(左） 


出力 ■ 

なビーカへ） 

+ ti — —た f 


^—^ 

I ~^ 

て- 

—: 

巧 

の 

申 

司 

I.- | 

r 叫 

み 

去 I 

— 


— 

= 


+ち- -左+ 
な 1 


■ 本機を左ちに2台使用ずる場合 


(ち） 


スピーカー 出力端子 


本機 



アンプにスピーカー出力端子び2系統 （ A と B ) あ D 、 2系統 （ A と B ) か6同時出力び可能 
な場合 

•付属のスピーカーケーブルを使巧して、アンプのスピーカー出力端子 （ A か目いずれか）を本機の入 
力1(アンプより）端テへ接続します。ちラーちのアンプのスピーカー出力端子をフ□ントスピーカーに 
接続します。 

•アンプ側で、スピーカー出力端子2系統から同時出力するよラに設定します。 

S ? 睛 

アンプにスピーカー出力端テび2系統あっても、2系統から同時出力でさない場合は、「アンプにスピーカー出力 
端テび1系統だけある場合」 （ P .11) の方法で接続してください。 

■本機を1台使用ずる場合 


佑） 


本機 


(左） ’ 




アンプ 





家庭用 AC コンセントへ 


家庭用 AC コンセントへ 


mm 


mm 


mm 


接続のしかた 
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接続のしかた 


入力1/出力端子へのスピーカー 
ケーブルのつなぎかた 

■ 接続する前に 

スピーカーケーフ j レ先端の絶縁部分(ビニール)を 
10 mm くらいはびし、な線びバラけてシヨート 
しないよう、指でしっかりよじります。 


〇 


X 


(S) 


■ 接続手順 

1 図のようにレバーを下に押します。 

2レバーを押したまま、スピーカーケーブルをス 
ピーカー端テの巧に差し込みます。 

3 指を離してレバーを戻します。 

4 スピーカーケーフルを軽く引っ張り、確実に接 
続されているか確認します。 



2 


' スピーカーケーブルはプラス （+) とマイナス （一) 
を間違えないよ5に接続してください。 

-スピーカーケーブルはプラス （+) とマイナス （一） 
びショート（接軸）しないよ5に、しっか D と差し込 
んでください。しっかり差し込まれていないと、音び 
でなかったり、雑音び出た0、スピーカーをいためる 
原因となります。 

-スピーカーケーブルはな線部分だけを端子の巧に接 
続します。ケーブルの絶縁部分 （ ビニール）まで差し 
込むと音び出ないことびあ0ます。 

-スピーカーケーブルは手や足に引っかけないよ5、壁 
や床などに固定してください。 


電源プラグの接続は、本機とその他の機器の接続 
びずベて完了してか6おこなつてください。 

電源プラグは AC 100 V , 已 0/ 日 0 Hz の家庭用コ 
ンセントに接続してください。 


AC 100 V 
已0/已 OHz 




TTPl 

TTPl 


電源プラグの接続 


固 


L ——— 


0 I 輪雨 I 

° I 鑑識 

--色 _ 曾 
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巧.。. 
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言言言00 
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各部のち茄とはた 5 を 


背面 


(T) インジケーター 

ON —点打（緑）：本体びオンの状態 
点灯（赤）：オートスタンバイ機能びはたらいて、 
スタンバイになっている状態 （ P .1 己参照） 
STANDBY — 消灯：スタンバイ状態 

(2) STANDBY/ON スイッチ 

主電源スイッチび「入」の状態で STANDBY/ON 
スイッチを押すと、インジケーター(①）び緑色 
に点なし、電源び入ります。スイッチをもラー度 
押すと、インジケーターび消巧し、スタンバイ状 
態にな0ます。 

スタンバイ状態では、微量の電力を消費してい 
ます。 


③ B.A.S.S. モードスイッチ 

再生するソースによってお好みのほ域特性を選 
択します。 「 MUS に」モードは音楽ソースを聴く 
とさに、 「 MOVIE 」 モードは映画など、迫力のあ 
る音を楽しむとさに選びます。 （ P .17 参照） 

n U 

MOVIE MUSIC 

④ HIGiTcUT ち [TER スィッチ 

ON : H に H CUT の設定（⑥）を有効にします。 
PASS :信号経路をシンプルにし、劣化の少ない 
音をお楽しみいただけます。（サブウーファー出 
力端子や LFE 出力端子び備わったアンプをご使 
用の際に設定してください。 


n 口 

PASS ON 
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各部の名称とはた 5 さ 


©HIGH CUT ッマミ 

カットする高域の周波数を調節するツマ5です。 
組み合わせるスピーカーや好みに合わせて調節 
します。 （P. 18参照） 


1目盛りは^OHzを 
表しまず。 



ご、おこ 

⑩入力端テと®入力端子に接続びあ D 同時に入 
力信号び入った場合、5ックスされた音び出力さ 
れます。入力端子はご使用によりどちらか一ちを 
選んで接続することをお奨めします。 


⑥ VOLUME ッマミ 

本機の音量を調節するツマ5です。ちに回すと大 
きくなり、左に回すとルさくなります。 

@ま電源スイッチ 

本機の背面にあります。通常は「入」のままにし 
てお使いください。長時間使用しない場合は「切」 
にしてください。 

® 才ートスタンバイ/感度スイッチ 

オートスタンバイ機能の入/切および感度を切 
り替えるスイッチです。オートスタンバイ機能を 
はたらかせる場合は、り氏」または「高」にしま 
す。 （P.1 己参照） 

* オートスタンバイ機能を使巧しないときは、ス 
イッチを「切」のままにします。 

オートスタンノ（イ/感度スイッチの切り替え 
は、 STANDBY/ON (@)スイッチを}甲して、 
本機をスタンバイ状態にしてからおこなって 
<ださい。 

⑨ 出力（スピーカへ）端子 

フロントスピーカーを接続する端子です。入力端 
テに入力された信号をそのまま出力します。（"接 
続のしかた’’ P.1 1参照） 

⑩ 入力1(アンプより）端子 

アンプのスピーカー出力の信号を入力する端子 
です。 

( "接続のしかた" P.9 〜 P.13 参照） 

⑩入力2端テ 

アンプのサブウーファー端子またはアンプのラ 
イン出力端子 (PRE OUT など）からの信号を入力 
する端テです。 

( "接続のしかた" P.9 〜 P.10 参照） 

⑩位相スイッチ 

通常は「逆」側に設定しますび、組み合わせるス 
ピーカーや設置場所によっては、「正」側のちび 
より良好なほ音域を再生する場合びあります。試 
聴を繰0返して、最ち好ましいほ音域再生になる 
ちを選んでください。 （P.17 参照） 


15 




オートスタンパイ機能 


オートスタンバイ機能は、使巧中にアンプからの 
信号がなくなると自動的に本機をオートスタン 
バイ状態にし、再びアンプからの信号を検出する 
と自動的に本機の電源を入れる機能です。 

オートスタンバイ機能は、オートスタンバイ/感 
度スイッチが「低」または「高」の位置のとを、 
下記のよラにはたらさます。（通常は「低」の位 
置にします。） 


アンプからの入力信号がない状態が 7 〜 8 分* 2 
続<と、自動的に電源が切れ、オートスタンバ 
イ状態になります。 

* インジケーターが緑から赤に変わります。 



再びアンプからの入力信号^を受けると、自動 
的に電源が入0ます。 

* インジケーターが赤む、ら緑に変わります。 


就 

-スタンバイ状態のとさ、本機は微量なび日電力を消費 
しています。長期間本機を使用しない場合は、本機背 
面の主量源スイッチを「切」に設定するか、または電 
源プラグをコンセントから巧き、本機の電源を完全に 
オフにして < ださし、。 

-オートスタンバイ/感度スイッチを切り誓えるとを 
は、 STAND 目丫 / ON スイッチを押して、本機をスタ 
ンバイ状態にしてか5おこなってください。 

-アンプの卜ーンコント□—ル ( BASS . TREBLE など 
) やイコライヴーを最大にして大出力でご使用になっ 
たじ、 市販のテストディスクなどに入っている2日 
Hz 〜已日 Hz のサイン波や特殊な音 （ 電モ楽器、レ 
コードプレーヤーの針先のショック音、低音び異常に 
強調された音など）を連続して大出力で加えること 
は、スピーカーの破損の原因となりますので絶対に行 
わないでください。また、低音び異常に強調された特 
殊なディスクでは、本来の音]^处がに異音び発生する場 
合びあります。これは、 スピーカーユニッ ト自身の限 
巧を越えた"バタ付さ"現象で故障ではあ0ません。 
そのよラなとさは、音量を下げてご使用ください。 


>1オートスタンバイ機能が感知でをる入力信号 
は、200 Hz 政下の低音成分（アクション映画 
の爆発音、ベース、バスドラムの音など）です。 


使用する環境によっては、周辺機器からのノイ 
ズなどの影響を受け、切り替わるまでの時間が 
変動することがあります。 

ごぶこ ヒント 

-オートスタンバイ機能は STAND 日 Y / 日 N スイッチ 
び rONJ の状態になっているときにはた 5 きます。 

-オートスタンバイ機能は、ある一定レベルの信号の 
有無によ0動作します。通常、オートスタンバイ/ 
感度スイッチは「低」の位置で使巧します。電源の 
入/切び切り替わ0にくい場合は、「高」に切り替え 
てみてください。「高」にしてわ改善されない場合 
は、アンプ側の出カレベル tFE LEVEL ) をかし上 
げてみてください。 

-使用する環境によっては周辺機器か5ノイズなどの 
影響を受け、オートスタンバイ機能びはた 5 いてし 
まラことびあ0ます。そのよラなときは、オートス 
タンバイ/感度スイッチを「切」にして、 
STANDBY/ON スイツチで入/切してください。 


16 






音量バランスの調節 


効果的な低音域再生をするためには、組み合わせるスピーカー（フロント）と本機の音び自然につなびる 
よラに音量バランスを調節する必要びあります。下記の手順に従って調節して<ださい。 


HIGH CUT VOLUME 


STANDBY/ON 


HIGH CUT FILTER 


3 


8 


5 


1,6 


3 


3Q 

n MOVIE 


50Hz 

j e 

150Hz 0 

j 

10 

正逆 



I 




□ 



1 本機の音量 ( VOLUME) を最ル （0) にします。 

2 本機を除<、本機に接続された各機器の電源を 
入れます。 

3 本機背面の主電源スイッチび「入」になってい 
ることを確認してから STANDBY/ON スイッ 
チを押して本機の電源を入れます。 

* インジケーターび緑色に点なします。 

4 化音を含んでいるソースを再生し、フ□ントス 
ピーカーの音量をアンプで調節します。 

通常お聴をになる音量にします。 

( 卜ーンコント□-ルなどは、一旦フラットに 
してください。） 

5 H に H CUT ツマミで、カットする周波数を調 
節し、 H に H CUT 円 LTER スイッチを 「ON」 
にします。 

フ□ントスピーカーの最化再生周波数(再生可 
能な最ち低い周波数）のやや高めに合わせて 
<ださい。 

*フ□ントスピーカーの最化再生周波数につ 
いては、お使いになるフロントスピーカーの 
取扱説明書をご覧<ださい。 

6 本機の音量 (VOLUME) を徐々に上げていき、 
フ□ントス ピーカーとの 音量バランスをとり 
ます。本機びないとさよりち若干な音び聴こえ 
るくらいにします。 

7 自然な（好みの）位相となるよラに本機背面の 
位相スイッチを切り替えます。 


8 再生するソースに合わせて映画 「M0VI 曰か 
音楽 「MUS に」に設定します。 

MOVIE : 

映画等のソースで、より迫力のある再生音を楽 
しむために効果音を補強する機能です。 

MUSIC : 

通常の音楽ソースで、不要な低音域をカット 
し、よりク U アな音質を楽しむための機能で 
す。 

* 一度ノくランス調節をした後は、アンプ側の音量 
調節だけで、全体の音量調節びでをます。ただ 
し、フロント スピーカーを かえた場合は、再度 
この手順に従って調節してください。 


位相スイッチについて 

位ネ目スイッチは、フロント スピーカーに 巧し 
て、本機を正巧（正）につなぐか逆巧（逆）につ 
なぐかを切り替えるスイッチです。 

切 D 替えることによって、音の雰囲気び変わる 
ことびあります。あくまでも聰感的ですび、正 
ネ目でつなぐか逆巧につなぐかによって、ほ音ば 
かりでなく、全帯域にわたって音のひろび D や 
しまりが变化し、音場感に影響を与えます。フ 
ロントスピーカーの種類（密閉型かバスレフ型 
) や設置状況によって音の拡び D やしまりびそ 
れぞれ異なりますので、セッティングの際に、 
正ネ目/逆巧の両方を試聴してみて最ち自然な 
再生音になるちを選んで<ださい。 
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音量パランスの調節 


本機の周波数特性と調整例 


カットする周波数、音量、位巧の調節は、組み合わせるスピーカーや設置状態、1」スニングポジション、 
再生するソース、音量バランスなどの条件によって異なります。下記は、□径10〜13 cm または20 
〜2已 cm のスピーカーシステムと本機を組み合わせた場合の各ツマ5の調節位置、そしてそのとをの 
総合周波数特性の一例です。スピーカーシステムの低域特性は、□径の大ささし U 外の要素によってち異 
なりますので、あくまでち参考としてお手持ちのスピーカーシステムとの調節を行ってください。 



周波数特性範囲イメージ 


■ □径10〜 13 cm スピーカー (2 ウェイ型）との組み合わせ例(川 GH CUT 90 Hz に設定) 

フ□ントスピーカーに NS -32 已 F をお使いのときは、この例をご参考に調整してください。 


HIGH CUT VOLUME 

o o 


(位相） 
正逆 


SOHz 15 肌 2 


□ 


ぶ^ 


繫ヵト- 


YST - SW 325 


20 50 100 200 500HZ 

周波数特性イメージ* 


□径20〜 25 cm スピーカー (2 ウェイ型）との組み合わせ例(川 GH CUT 70 Hz に設定） 


HIGH CUT VOLUME 



(巧相) 
正逆 

で 



周波数特性イメージ* 


実際の周波数特性を厳密に表したちのではありません。 
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アドバンスド ヤ 7 A アクティブ サーボ テクノ□ジー 

ADVANCED YAMAHA ACTIVE SERVO TECHNOLOGY D 


1988年、ヤマ八は独自の YST (Yamaha 
Active Servo Technolo 旨 y) ち式により良質で 
パワフルな低音域の再生を可能にするスピー 
力ーシステムを世に送り出しました。このち式は 
アンプとスピーカーを電気的に接続することで 
アンプの動作を正確にスピーカーに伝え、かつス 
ピーカーの動作をコント□ールでをます。 

この技術は、アンプの負性駆動によりコント□一 
ルされたスピーカーユニット、そしてスピーカー 
キャビネットの容積とポートとの間で起こる空 
気共振を利用したちので、通常のバスレフち式の 
スピーカーユニットよりち大をな共振エネル 
ギー（エアウーファー）を生じさせるため、従来 
ルさなキャビネットでは再生でさなかったよラ 
なほ音び再生可能になりました。 


ヤマ八び新たに開発した Advanced YST 口は、 
従来の YST に数々の改良を加え、アンプとスピー 
力一の駆動をより理想的にコン トロールするも 
のです。アンプ側から見たスピーカーのインピー 
ダンスは、周波数に応じて複雑に変動します。そ 
こで、スピーカー ユニッ トの共振点に合わせ、従 
来の負性駆動と併せて定電流駆動を適用する新 
設計回路を開発しました。この回路の採用によ 
り、従来の Advanced YST にくらべ動作びより 
安定し、還りのないク U アなな音再生び可能にな 
りました。 



超ほ域のか振幅 
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本機び正常に機能しない場合は、まず下記の点をご確認ください。下記に記載されていない場合、ある 
いは問題び解ミ夫しない場合は、電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店またはサービス拠点にご相談 
<ださい。 


どんな巧態でずか 

ここをチェックして<ださい 

こラずれば OK でず 

STANDBY/ON スイッチを押してを 
本機の電源び入らない。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり 
差し込みなおしてくださし、。 

本機の主電源スイッチび「切」になっ 
ている。 

主電源スイッチを「入」にしてくださ 
い。 

音び出ない。 

本機の VOLUME び最ル(日）になって 
いる。 

V日 LUME をちに回して音量を上げて 
<ださい。 

接続び正し<されていない。または接 
続び不完全。 

接続を確認してください。 

低音び出ない、またはルさい。 

接続び正し<されていない。または接 
続び不完全。 

接続を確認してください。 

フェーズ （ 位相）極性の選択び適切で 
ない。 

位相スイッチで極性を切り換えてく 
ださい。 

ほ音域びかないソースをち生してし、 
る。 

低音域び入っているソースを再生し 
て < ださし、。 

または、 H に H CUT ツマミをちに回 
して設定値を上げてください。 

定在波の影響を受けている。 

本機の設置位置を変えてみて < ださ 
い。 

ソースの再生び始まっても自動的に 
電源び入5ない。 

主電源スイッチび「切」になっている。 

主電源スイッチを「入」にしてくださ 
い。 

STANDBY/ON スイッチび 
「STANDS 丫」のが態になっている。 

STANDBY/ON スイッチを「日 N」 の 
状態にしてください。 

オートスタンバイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「ほ」または「高」にしてください。 

アンプか5の入力信号びルさすぎる。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「高」にしてください。 

ソースの再生び終わっても自動的に 
スタンバイ状態にならない。 

周辺機器か5のノイズの影響を受け 
ている。 

サブウーファーを周辺機器から離し 
て設置するか、スピーカーケーブルを 
置 < 位置を変えてみて <ださし、。 

才ートスタンバイ/感度スイッチを 
「切」にして<ださい。 

才ートスタンバイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「ほ」または「高」にしてください。 

オートスタンバイ機能び突然はた5 
き自動的にスタンバイ状態になって 
しまラ。 

アンプか5の入力信号びかさすぎる。 

アンプの音量を上げて、オートスタン 
バイ/感度スイッチを「高」にしてく 
ださい。 

オートスタンバイ機能が突然はた5 
さ自動的に電源び入ってしまラ。 

周辺機器からのノイズの影響を受け 
ている。 

サブウーファーを周辺機器から離し 
て設置するか、スピーカーケーブルを 
置 < 位置を変えてみて <ださい。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「切」にして<ださし、。 
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仕様 


型式. 


アドバンスド•ヤマ八•アクテイフ•ヴーボ•テクノロジ ー n 方式 


スピーカーユニッ 


.20 cm コーン防磁型 


アンプ出力 （ lOOHz 、 已0、1 0% THD ). 1已 OW 

再生周波数帯域 . 2已 Hz 〜 180 Hz 

電源/電圧 . AC 100 V 、 已0/巨 OHz 

消費電力 .60 W 

待機時消費電力 . 0.已 W 

マ法（幅） X ( 高さ） X ( 奥行き） . 31已 mm X 380 mm x 374 mm 

胃 ■.13 kg 


* 仕様および外観は改良のため予告な < 変更することびあります。 


本微ま「」旧 C 己1000-3-2」適合品です。 

J 旧 C 己1000 -3-2 適合品とは、日本工業規 
格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波 
電流発生限度値 （ 1相当た0の入力電流び 20 A 
1；(下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計•製造した製 
口□ごす。 


圖 

I 音のエ？ケット] 


音楽を楽しむェチケッ 


楽しい音楽ち時と場所に 
よつては大変気になるもの 
です。隣近所への配慮を十分にしましょ 
ラ。静かな夜間にはルさな音でちよ<通 
り、特にな音は床や壁などを伝わりやす 
く、思わめところに迷惑をかけてしまいま 
す。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、 
へッ ドホンをご使用になるのも 一つの ち 
法です。音楽はみんなで楽しむちの、お互 
いにむを配り快適な生ミ舌環境を守りま 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ、ホットラインサービスネットワークは、本機を末をく、安むしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡くださし'1。 


ヤマ AAV 製品の機能や取り扱いに関するお巧い合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から畜せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 

■ お客様ご相談センター 

(を国み通） 査 a ® 0己 70-01-180 呂 

全国どこからでを市内通話料をでご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-3409 

FAX (0 已 3) 460 -34 已目 
干 430-8 巨已〇静岡県お松市中お町1 0-1 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を隐く） 

受付時間：10:〇〇〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関するお P 3 いをわせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
(を国其通） 査0570 -012-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけまず。 

FAX (0 已 3)463-1 127 

受付日：月〜±曜日禍曰およびセンターの休業日を隙く） 

受付時間：月〜金匯曰日:00〜1日:日0 ±曜曰9:日日〜17:30 

修理お持ち込みな口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および興社の f 木業曰を除く） 

受付時間：日:日日〜17:4已 

化海道 〒日 64-8 目 43 札幌巿中央区南 10 を西 1 了目 1 - 己日 
ヤマ八センター内 
FAX (0 1 1) 日 12-6 109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平和島 2 了目 1 - 1 
京浜トラックターミナル内 14 号棟 A - 己 F 
FAX (0 吕 )57 巨 2-2] 2 已 

お松 テ 43 己-日 0] 6 おネ公市和田町 20 日ヤマ A (株)和田工場巧 
FAX (053)462-9244 

名ち屋 干 4 己 4-00 日 8 名ち匡市中川区玉川町吕了目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (0 己 2) 目已 2-004 吕 

大阪 〒己 64- 日日己 2 吹田市広芝町 1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330 -已已 3 己 

九州 干 81 2-8 已日 8 福岡市博多区博多,駅前 2 T 目 11 -4 

FAX (092)472-2] 37 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


• 保話期間 

お買い上げ日から1年間です。 

参保証期間中の修理 

保証書の記載內容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証 
書をご覽ください。 

♦ な記期間び過さ’ているとき 

修理によって製品の磯能び維持でをる場をにはご要望により有料にて 
修理いたしまず。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料をです。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

卽品巧 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む場ををありまず。 

出張料 製品のある福巧へ技術者を派遣ずる場含の費用です。 

別途、駐車料金をいただ < 場をびありまず。 

♦ 補修用性能部品の最お保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年でず。補修用 
性能部品とは、その製記!の機能を維持ずるために必要な部品です。 

♦ 製品のが態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をでさるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
ぷ品香、製造番号は製品の背面おしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品でず。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が莫化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度含は使用環境や使用時間 
等によって大さく異なりまず。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交撰されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ/ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ • U レー類、接続端テ、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品を般について記載して 
おりまず。 

ホ年ご巧用の製品の扇巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

1 J •電源コード•プラグび異常に熱い。 

\ゾ ♦ ]ゲくさい臭いびする。 

、 y • 電源コードに深いキズか変形びある。 

愛情点検 ♦ 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

♦ 電源を入れても正常に作動しない。 

• その他の異留•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントか日抜き、 

必ず販売店に点横をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 
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